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既存施設を上手に活用しているクラブ
特  集

指定管理者と協力して既存施設改修に着手2
　盛岡市屋内ゲートボール場は、平成17年度までゲートボール専用施設でしたが、夏季には使用する人がほとん
どおらず、常駐の職員もいないような状態でした。そのような状況もあり、平成18年度から同施設の指定管理者
が公募されました。そこで、クラブ設立に大きく関わっていた「東厨川福祉推進会」と岩手県内で生涯スポーツの普及・
支援を目的に活動を行っていた「NPO法人スポレクRネットいわて」が協同で指定管理者への申請を行い、施設を
多目的に利用できるように改修することを提案した結果、指定管理者となりました。クラブは当時、創設準備中であっ
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コミスポクラブ東厨川
～既存施設を改修しクラブの活動拠点として活用～ 

○指定管理者と協力して既存施設の改修を実施
○利用率の悪かった既存施設の利用率向上に貢献
○行政に活動実績が認められ既存施設の指定管理者となる
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クラブの概要1
　「コミスポクラブ東厨川(以下、クラブ)」（岩手県盛岡市）は、東厨川地域で自主的な福祉活動を実践していた「東
厨川福祉推進会」の会長が地区の体育指導委員(現スポーツ推進委員)や地区活動センター職員など、地域で活動
している人たちに声を掛けたのがきっかけで設立された総合型クラブです。クラブ理念は「活動を通じて地区の青少
年の健全育成と地域住民の生涯スポーツの推進を図りながら、安全で活力ある地域コミュニティの実現」であり、
現在は11の教室やサークル、季節毎のイベント、地域の他団体と連携した事業等を開催しています。
　今回は現在、クラブが指定管理者として事務局を置き、活動拠点にもなっている「盛岡市屋内ゲートボール場」の
活用についてご紹介します。
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クラブが指定管理者となった効果3
　平成21年度以降の指定管理者募集にあたり、クラブが単独で指定管理者の申請を行うこととなりました。盛岡
市に対しては「地域の施設は、地域の人たちで管理・運営していきたい」と訴え、盛岡市からはこれまでの活動実
績や地域に根ざした運営が認められ、「盛岡市屋内ゲートボール場」の指定管理者になることができました。併せて、
同施設をクラブ事務所として活用することへの許可をいただくこともできました。
　現在は指定管理者として、より地域に密着した運営を心掛けており、地域の退職された方や主婦の方を5名雇
用して施設の管理・運営を行っています。また、クラブ会員を中心とした地域住民が施設の修繕なども積極的に行っ
てくれており、予算内でトイレの改修を行うなど、利用者が使いやすい施設作りを目指しています。着実に地域に
根ざした運営を行ってきており、地域の資源でもある「盛岡市屋内ゲートボール場」をうまく活用しながら、今後も
活動を展開していきたいと考えています。

総合型クラブのロールモデルとして4
　最後に、盛岡市では平成25年4月に新たな「スポーツ推進計画」を策定し、その中で新たな総合型クラブの育
成についても検討しています。クラブが、地域に根ざした総合型クラブのロールモデルとして、これから設立を予
定している各地域の参考となるような活動、運営を続けていってもらいたいと思います。

（岩手県クラブアドバイザー　伊藤啓太）
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たことから、両団体と協力体制を取りながら、同施設の利活用方法について検討を行う方針としました。
　指定管理者となった東厨川福祉推進会とNPO法人スポレクRネットいわては、指定管理料の中で、これまでゲー
トボール場としてのみ利用されていた施設を多目的に使用できるようにテニスコート1面を設置するとともに、施設
内に防球ネットを張り、電球カバーの取り付けなどを行いました。これらの改修作業をクラブが指定管理者と一緒
になって行ったことで、施設改修後はクラブが優先的に施設を使わせていただくことができるようになりました。
　その結果、平成18年12月にクラブを設立した時点でこのゲートボール場を活動拠点にすることができ、ほとんど
の活動を同施設と隣の厨川地区活動センターで行うことができています。また、平成18年度にはクラブ以外にも多
くの利用者があり、施設は前年比約200%の利用率となりました。これは盛岡市の期待に沿う結果となったようです。


